
日本天文学会2015年秋季年会

V210a 木曽超広視野高速CMOSカメラTomo-eによるTNO掩蔽現象の捜索
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東京大学木曽観測所で開発している超広視野高速 CMOS カメラ Tomo-e は、キロメートルサイズの太陽系外
縁天体 (TNO)による恒星掩蔽現象の捜索を非常に高い効率で可能にする。こうした TNOによる恒星掩蔽現象
は、掩蔽の継続時間が短い (1秒未満)うえに、発生頻度が極めて稀である (恒星 1個につき 10−2yr−1未満)こと
が予想される。本研究では、Tomo-eが有する極めて広い視野 (∼ 20 deg2)、高感度、そして高速な読み出しとい
うユニークな特性を活用する。多数の恒星を非常に早いフレームレート (15 Hz 以上)で同時モニタ観測し、恒星
掩蔽現象を検出することで、巨大望遠鏡を用いても直接検出が不可能なキロメートルサイズの TNOの存在を明
らかにすることが可能になる。我々は 2013年 12月に木曽観測所で実施された、CMOSセンサーを用いたテスト
観測によって得られたデータを、掩蔽観測専用に開発したパイプラインを用いて解析した。解析によって得られ
た恒星の光度曲線とTNO掩蔽現象で予想される光度曲線とを比較し、Tomo-eを用いたモニタ観測による掩蔽現
象の検出可能性を評価した。本講演では解析プログラムの構成を紹介し、実テスト観測データの解析で得られた
TNO掩蔽現象の検出性能を報告する。


